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挙げたのは不適切ではないか、⒠買収後たったの 1年で債務超過額が当初想定額の 10 倍
近くに広がったというのは、買収時点での査定額が大きく違っていたためではないか、な
どの諸点を考え合わせると、企業価値・事業価値を適切に見積もるのは相当に困難であっ
て、何らかの減損の兆候が発生したときにすみやかに損失を合理的に見積もるなどという
ことは、実際には至難の業であると判断せざるを得ない。
　東芝の事例からは、認識測定の困難性や恣意性の介入が、適切な減損処理を進めるにあ
たっての大きな問題となることが明らかとなった。そしてこの問題は、これまでは一貫し
て非償却の立場を取ってきた IFRS にも深刻に受け止められたようである。すなわち、規
則的償却が不要な IFRS 採用企業が無謀なM＆Aに走り、巨額ののれんを計上している
ことに危機感を覚えた IFRS では、非償却・減損処理の再検討に入ったと伝えられる。
　第 4章での検討からは、重大な判断を下すべきであったポイントのほとんどにおいて、
適切な測定ができなかったり、恣意性が介入して問題が先送りされたりしがちであること
が示された。筆者は、第3章までの理論面の分析ならびに第4章での事例の分析を踏まえて、
のれんを規則的償却に償却する方が適切であると結論づけることにしたい。
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